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持続可能な社会の実現にむけたサステナブルファイナンスの取り組みについて 

―株式会社めぶきリース向け「サステナビリティ・リンク・ローン」― 
 

めぶきフィナンシャルグループの常陽銀行(頭取 笹島 律夫)および足利銀行(頭取 

清水 和幸)は、このたび、お客さまのＳＤＧｓ参画への取り組みを支援するサステナブル

ファイナンス＊1として、株式会社めぶきリース（社長 関 優）に対し、「サステナビリティ・

リンク・ローン（以下、「ＳＬＬ」）」による資金支援を行いましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

 

ＳＬＬは、お客さまのＥＳＧ戦略における取り組み目標「サステナビリティ・パフォーマンス・

ターゲット（以下、「ＳＰＴｓ」）」を定め、その目標の達成度合いに応じて金利引き下げ等の

インセンティブを設定する融資商品です。ＳＰＴｓ達成への動機付けにより、ご利用先企業の

持続可能な経営の実現に向けたパフォーマンスの向上を促します。 

めぶきリースは、ＳＬＬによる資金調達を通じて、省エネルギー・脱炭素に寄与する機器の

普及に注力します。 

なお、資金調達においては、国や資本市場で認められた各種原則やガイドライン等への

適合性およびＳＰＴｓの妥当性について、株式会社格付投資情報センター（代表取締役社長 

山﨑 宏）からセカンドオピニオンを取得しています。 

 

めぶきフィナンシャルグループ各社は、今後とも、地域の課題解決をはかることを通し

て、地域のお客さまとともに持続可能な地域社会の実現に向けて取り組んでまいります。  

 

＊1 サステナブルファイナンスとは、環境・社会問題の解決を通じて持続可能な社会の実現を目指すお客さま

の活動をご支援する融資です。 

記 

【ＳＬＬの概要】 

実 行 日 2022年 3月 29日（火） 

融 資 額 20 億円（常陽銀行 10 億円／足利銀行 10 億円） 

ＳＰＴｓ 

2025 年 3月期の省エネルギー・脱炭素に寄与する機器＊2の新規契約（リース・割賦）

2,590百万円を達成する 
＊2 省エネルギー・脱炭素に寄与する機器とは、ＬＥＤ、車両（ＥＶ・ＦＣＶ・ＨＶ・ＰＨＶ・ 

ＰＨＥＶ）、蓄電池、空調設備、冷蔵冷凍設備をいう 

【参考リンク】 

・めぶきリース 

・サステナビリティに関する取り組み 

以 上 

http://www.mebuki-lease.co.jp/gaiyo/index.html
https://www.mebuki-fg.co.jp/sustainability/

